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エ
ッ
セ
イ

日
文
研
三
十
五
周
年
、
と
い
う
刻
印

直
木
賞
は
、
直
木
三
十
五
と
い
う
作
家
を
顕
彰
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
作
家
は
、
改
名
マ
ニ
ア

で
あ
っ
た
。
本
名
「
植
村
宗
一
」
の
「
植
村
の
植
を
二
分
し
て
直
木
、
こ
の
時
、
三
十
一
才
な
り
し
故
、
直
木

三
十
一
と
称
す
」（「
私
の
略
歴
」）。
そ
し
て
「
三
十
一
か
ら
二
、三
」
と
改
名
を
続
け
た
。「
悪
い
洒
落
は
よ
せ
」

と
言
わ
れ
た
の
で
「
三
十
三
で
留と

め
て
お
い
た
が
、
三
三
と
重
な
る
の
は
姓
名
判
断
上
極
悪
で
あ
る
と
い
ふ
」。

そ
こ
で
「
三
十
三
」
か
ら
「
一
躍や
く

四
を
抜
い
て
三
十
五
に
な
る
」（「
改
名
披
露
そ
の
他
」）。
最
初
に
引
い
た
「
私

の
略
歴
」
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
文
章
で
四
十
の
年
。「
改
名
披
露
そ
の
他
」
は
そ
の
五
年
前
、『
文
藝

春
秋
』
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
号
の
掲
載
だ
。
芥
川
龍
之
介
へ
の
言
及
も
あ
る
。

妙
な
こ
と
を
綴
っ
た
の
は
、
終
わ
り
な
き
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
戦
争
の
中
で
、
今
年
の
五
月
が
、
日
文
研
の

三
十
五
周
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
連
想
で
あ
る
。
私
が
日
文
研
に
赴
任
し
た
二
〇
一
〇
年
は
、
二
年
後
の

二
十
五
周
年
記
念
行
事
に
向
け
て
、
い
く
つ
か
の
事
業
が
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
時
期
だ
っ
た
。
時
を
経
て
、

二
〇
一
七
年
五
月
刊
行
の
本
誌
『
日
文
研
』
は
、
文
字
通
り
「
創
立
三
十
周
年
記
念
特
集
号
」
と
銘
打
っ
た
大

冊
で
あ
る
。
し
か
し
今
年
は
…
…
。
い
さ
さ
か
無
念
だ
が
、
先
に
述
べ
た
事
情
で
、
そ
の
盛
大
な
予
祝
は
、
五

年
後
の
未
来
、
二
〇
二
七
年
の
四
十
周
年
へ
と
先
送
り
し
た
い
。

あ
た
か
も
直
木
三
十
五
に
な
ぞ
ら
え
て
言
え
ば
、
日
文
研
の
「
三
十
三
」
は
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
禍
が
深
刻

化
し
て
い
く
二
〇
二
〇
年
に
相
当
す
る
。
確
か
に
「
三
三
と
重
な
る
の
は
」「
極
悪
」
で
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し

そ
れ
も
、
願
い
を
込
め
て
「
三
十
五
に
な
る
」
今
年
、
二
〇
二
二
年
で
区
切
り
と
し
た
い
。
直
木
も
改
名
は
、

そ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。

本
誌
に
と
っ
て
も
「
三
十
一
か
ら
二
、三
」
は
激
動
の
中
に
あ
っ
た
。
議
論
を
経
て
「
読
み
物
（「
エ
ッ
セ
イ
」
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「
セ
ン
タ
ー
通
信
」）
の
み
掲
載
す
る
号
と
、
読
み
物
プ
ラ
ス
前
年
度
一
年
度
分
の
デ
ー
タ
（「
共
同
研
究
」「
基

礎
領
域
研
究
」「
彙
報
」「
所
員
活
動
一
覧
」）
を
掲
載
す
る
号
と
に
分
け
て
年
二
回
（
三
月
・
九
月
）
発
行
し

て
」
い
た
編
集
形
態
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
の
六
四
号
を
も
っ
て
終
了
。「
今
後
は
読
み
物
プ
ラ
ス
前
年
度
一
年

分
の
デ
ー
タ
を
掲
載
」
す
る
「
年
一
回
の
発
行
」
へ
と
変
わ
る
（
送
付
文
よ
り
）。
新
生
の
初
号
が
同
年
九
月
の

六
五
号
で
、
本
号
は
そ
こ
か
ら
数
え
て
三
冊
目
。
年
一
回
の
刊
行
と
な
っ
て
か
ら
は
二
年
目
に
あ
た
る
。

さ
て
、
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
は
先
送
り
だ
が
、
本
誌
は
、
三
十
五
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
巻
頭
に
掲
げ
た
細
川
周
平
名
誉
教
授
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
二
〇
二
二

年
三
月
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
ア
ジ
ア
学
会
Ａ
Ａ
Ｓ
で
基
調
講
演
を
な
さ
っ
た
、
歴
史
的
に
貴
重
な
体
験
談
だ
。

こ
の
基
調
講
演
に
は
、
二
年
以
上
に
わ
た
る
構
想
が
あ
る
よ
う
だ
。
前
年
三
月
の
同
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

Ａ
Ａ
Ｓ
の
会
長
を
一
年
長
く
担
当
さ
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ヤ
ノ
氏
に
よ
る
、
チ
ン
ド
ン
屋
の
映
像
を
流
し
な

が
ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
。
そ
の
一
月
程
前
、
細
川
名
誉
教
授
は
、
こ
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
禍

で
延
引
し
た
退
職
記
念
講
演
を
「
チ
ン
ド
ン
の
因
縁
」
と
題
し
て
語
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
ヤ
ノ
氏
と
細
川
名
誉

教
授
の
交
流
は
、
文
章
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。
二
〇
二
一
年
の
Ａ
Ａ
Ｓ
を
眺
め
て
、
ヤ
ノ
・
細
川
対
談
を

日
文
研
で
で
き
な
い
か
な
と
夢
想
し
、
細
川
さ
ん
に
お
声
が
け
し
て
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
そ

れ
が
、
ず
っ
と
大
き
な
規
模
と
企
画
で
実
現
し
た
。
な
に
よ
り
の
記
念
碑
的
国
際
日
本
文
化
交
流
と
し
て
、
感

慨
深
い
。

そ
の
他
に
も
…
…
、
と
本
号
の
中
身
を
一
つ
一
つ
説
明
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
や
め
て
お
こ
う
。
拙
い
私
の

文
章
で
は
、
銀
表
紙
の
貴
重
な
余
白
を
汚
し
、
読
者
を
退
屈
に
導
く
不
毛
に
陥
る
ば
か
り
だ
か
ら
。
書
き
手
は

い
ず
れ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
日
文
研
を
支
え
る
、
国
際
的
な
研
究
者
ば
か
り
で
あ
る
。
一
つ
「
セ
ン
タ
ー
通

信
」
と
し
て
大
事
な
こ
と
が
あ
る
。
伊
東
貴
之
教
授
が
論
ず
る
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
の
総
合
研
究
大
学
院
大

学
の
大
統
合
だ
。
ま
さ
し
く
日
文
研
と
「
国
際
日
本
研
究
」
の
基
盤
に
関
わ
る
大
問
題
な
の
で
、
締
め
く
く
り

に
配
置
し
た
。
最
後
ま
で
、
熟
読
を
お
忘
れ
な
く
。

荒
木
　
浩
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）




